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1．大型附属物の現状と課題 

（1）管内道路の現状 

◆ 沖縄総合事務局が管理する道路は、一般国道６路線（58 号、329 号、330 号、331 号、

332 号、506 号）の総延長３３２．２ｋｍとなっています。（令和６年 4 月現在） 

◆ 管理している国道の内、供用中の大型附属物は、大型カルバートが 6 基、横断歩道橋が 5

７基、門型標識等が６３基あります。（令和６年 3 月 31 日時点） 

●大型附属物とは、シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等を指します。 

シェッド 大型カルバート 
※現在、沖縄総合事務局が管理するシェッドはありません。 

門型標識 横断歩道橋 
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（2）管内大型附属物の現状と課題 

◆沖縄総合事務局が管理する大型カルバートは、現在 6 基（内建設年次不明 2 基）あり、沖

縄本島南部に多く建設されています。（令和６年 3 月 31 日時点） 

1．大型附属物の現状と課題 

大型カルバート位置図 

凡例  ：大型カルバート 

1）大型カルバート 
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◆ 大型カルバートの設置後の平均経過年数は約２４年であり、90 年代以降に多く建設され

ています。 

◆ 建設後 50 年を超える大型カルバートは現在ありませんが、30 年後には約７５％になり

ます。 

定期点検による確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の

必要性に迫られています。 

1．大型附属物の現状と課題 

大型カルバート供用数の推移 

※建設年次不明を除く 

年齢別大型カルバート割合 

建設後 50 年以上の大型カルバート数の推移 

         【現在】                      【30 年後】 

                                                                         

      建設後 50 年未満の大型カルバート    建設後 50 年以上の大型カルバート 
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1．大型附属物の現状と課題 

◆ 沖縄総合事務局が管理する横断歩道橋は現在 5７基あり、沖縄本島の市街地に多く建設さ

れています。（令和６年 3 月 31 日時点） 

横断歩道橋位置図 

凡例  ：横断歩道橋 

２）横断歩道橋 
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建設後 50 年以上の横断歩道橋数の推移 

◆ 横断歩道橋の平均経過年数は約 3４年であり、1972 年（昭和 47 年）の沖縄の復帰後か

ら 80 年代に多く建設されています。 

◆ 建設後 50 年を超える横断歩道橋は現在の 12％が、10 年後には４７％、20 年後には

約 70％、30 年後には約 77％となり、高齢化が急速に進んでいる状況となっています。 

また、近年、一部の横断歩道橋に著しい腐食などの損傷が散見され、定期点検による確実

な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の必要性に迫られてい

ます。 

1．大型附属物の現状と課題 

横断歩道橋供用数の推移 年齢別横断歩道橋割合 

  【10 年後】            【20 年後】            【30 年後】 

                                                                         

      建設置後 50 年未満の横断歩道橋     建設後 50 年以上の横断歩道橋 
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門型標識等位置図 

凡例 ●：門型標識等 

◆沖縄総合事務局が管理する道路標識、情報提供（収集）装置等の門型標識は、現在 6３基あ

ります。（令和６年 3 月 31 日時点） 

◆沖縄本島西側に多く建設されております。 

1．大型附属物の現状と課題 

３）門型標識等 
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建設後 50 年以上の門型標識等の推移 

◆ 門型標識等の平均経過年数は約２０年であり、90 年代にかけて建設数が増加しておりま

す。 

◆ 建設後 50 年を超える門型標識は現在ありませんが、10 年後には 3％、30 年後には約

５７％になります。 

また、近年、一部の門型標識等に著しい腐食などの損傷が散見され、定期点検による確実

な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の必要性に迫られて

います。 

1．大型附属物の現状と課題 

 門型標識等供用数の推移 年齢別門型標識等割合 

【10 年後】          【20 年後】             【30 年後】 

                                                                         

      建設後 50 年未満の門型標識等       建設後 50 年以上の門型標識等 
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区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態。

Ⅳ

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき
状態。

緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高
く、緊急に措置を講ずべき状態。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（2）大型附属物の点検 

◆大型附属物の点検について下記の定期点検要領等に基づき、5 年に 1 度近接目視を基本と

した点検を実施し、結果については４段階で区分します。 

2．大型附属物のメンテナンスサイクルと基本的な考え方 

（1）基本方針 

◆継続的なインフラ管理のために、点検・診断の結果に基づき、必要な対策を適切な時期に、

着実かつ効率的・効果的に実施するとともに記録し、次の点検・診断等に活用するという「メ

ンテナンスサイクル」の構築に向け、着実に取組を推進していく必要があります。 

点検結果による診断結果の区分（シェッド、大型カルバート等） 

〈定期点検要領等〉 

・シェッド、大型カルバート等定期点検要領  （国土交通省 道路局        R６.3） 

・歩道橋定期点検要領            （国土交通省 道路局 国道・技術課 R6.9） 

・附属物（標識、照明施設等）点検要領       （国土交通省 道路局 国道・技術課 R6.9） 
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Ⅲ 早期措置段階
横断歩道橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず
べき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
横断歩道橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状態。

健全 横断歩道橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
横断歩道橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措
置を講ずることが望ましい状態。

区分 状態

Ⅰ

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高
く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき
状態。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

点検状況 

点検車による点検 

（大型カルバート） 

高所用作業車による点検 

（横断歩道橋） 

近接目視による点検 

（門型標識） 

2．大型附属物のメンテナンスサイクルと基本的な考え方 

点検結果による診断結果の区分（門型標識等） 

点検結果による診断結果の区分（横断歩道橋） 
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R1 R2 R3 R4 R5 R６ R7 R8 R9 R10

◆◆◆
門型標識等

計　画　期　間

●●●
大型カルバート

大型附属物

■■■
横断歩道橋

★★★
門型標識等

▲▲▲
横断歩道橋

点検 点検

点検 点検

点検結果に応じて

補修

点検結果に応じて

補修

点検結果に応じて

補修 補修
補修
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点検結果に応じて
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補修 補修
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３．計画期間 

（1）定期点検計画 

◆計画期間は 5 年に 1 回の定期点検サイクルを踏まえ、令和 6 年度～令和 10 年度の５年とし

ます。 

◆なお、点検結果等を踏まえ、適宜計画を更新します。 

点検計画イメージ 
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対策の
優先順位

Ⅳ
緊急措置段

階
損傷度

Ⅰ
健全
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予防保全段
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早期措置段
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4．対策の優先順位 

（1）基本方針 

◆ 点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるような必要な措置を講じます。 

◆ 緊急措置段階(判定区分Ⅳ)は発見後、緊急的に措置を致します。 

◆ 早期措置段階(判定区分Ⅲ)は発見後 5 年以内を目標に措置を致します。 

◆ 予防保全段階(判定区分Ⅱ)は適宜修繕等の措置を致します。 

◆ 対策の優先順位は、大型附属物の損傷度や第 3 者への影響度等から総合的に判断します。 

対策の優先順位 
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5．施設の状態・対策内容・実施時期 

（1）大型附属物の状態 

◆沖縄総合事務局で管理する大型カルバート 6 基全てを、平成 26 年度から平成３０年度ま

での 5 年間で点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰが３基、Ⅱが３基、Ⅲが 0 基、Ⅳが

0 基となっています。 

 また、令和元年度から点検二巡目に入っており、令和元年度から令和５年度の点検結果は、

判定区分Ⅰが４基、Ⅱが２基、Ⅲが 0 基、Ⅳが０基となっています。 

平成 26 年度から令和５年度までの定期点検結果（大型カルバート） 

1）大型カルバート 

◆沖縄総合事務局で管理する横断歩道橋 5７基のうち新橋を除く５１基を、平成 26 年度か

ら平成３０年度までの 5 年間で点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰが５基、Ⅱが３８

基、Ⅲが８基、Ⅳが 0 基となっています。 

また、令和元年度から点検二巡目に入り、令和元年度から令和５年度の点検結果は、判定区

分Ⅰが１０基、Ⅱが２９基、Ⅲが１５基、Ⅳが０基となっています。 

２）横断歩道橋 

平成 26 年度から令和５年度までの定期点検結果（横断歩道橋） 
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5．施設の状態・対策内容・実施時期 

◆沖縄総合事務局で管理する門型標識等６３基のうち５８基を、平成 26 年度から平成３０

年度までの 5 年間で点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰが２３基、Ⅱが２４基、Ⅲが

１１基、Ⅳが０基となっています。 

 また、令和元年度から点検二巡目に入り、令和元年度から令和５年度の点検結果は、判

定区分Ⅰが１１基、Ⅱが３４基、Ⅲが１８基、Ⅳが１基となっています。 

平成 26 年度から令和５年度までの定期点検結果（門型標識等） 

塗装の劣化 

（門型標識） 

主桁_エッジ部の腐食 

（横断歩道橋） 

３）門型標識等 

損傷状況 

手すり_ボルト部の腐食 

（横断歩道橋） 

◆点検、診断、措置、記録で構成されるメンテナンスサイクルを継続的に廻すことで、大型カ

ルバート、横断歩道橋、門型標識等を長期間に亘って健全な状態に保つことが可能になりま

す。 



14 
 

※R６年 3 月時点 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

Ⅰ 0 0 0 0 3 0 0 0 0 4

Ⅱ 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0

Ⅲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

判定
診断結果

点検記録 点検記録 主な措置内容

管理者名 都道府県名 市区町村名 判定区分 内容 実施時期 R06 R07 R08 R09 R10 判定区分 内容 実施時期

1
沖縄市池原カル
バート

国道329号 1995 29 33.3 5
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R4 Ⅱ ●

2
南風原町字宮城カル
バート１

国道506号 不明 不明 13 6.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 南風原町 R5 Ⅰ ●

3
南風原町字宮城カル
バート２

国道506号 不明 不明 13.3 6.6
沖縄総合
事務局

沖縄県 南風原町 R5 Ⅰ ●

4
南風原町字宮平カル
バート

国道506号 1997 27 12.9 5.7
沖縄総合
事務局

沖縄県 南風原町 R5 Ⅰ ●

5
クボー毛トンネル
カルバート

国道506号
（那覇空港自動車道）

2002 22 56 10.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 南風原町 R2 Ⅱ ●

6
豊見城市平良カル
バート

国道506号 2007 17 72 8
沖縄総合
事務局

沖縄県 豊見城市 R5 Ⅰ ●

点検年次
主な措置内容

点検年次

令和５年度までの実績 令和６年度以降の予定

●：点検の時期　○：修繕の時期
管理者 行政区域番

号
施設名 路線名

建設
年次

（西暦）

延長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

経過
年数

（2021時点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5．施設の状態・対策内容・実施時期 

塗装塗替 腐食損傷 

●腐食損傷の補修（横断歩道橋） 

（2）対策内容 

◆対策内容は、点検結果に基づいて変状の状況を十分に把握し選定しています。 

（3）実施時期 

◆実施時期は、点検結果及び維持補修の効率化等を踏まえ下表のとおりとします。 

（修繕計画については、点検結果や予算措置状況に応じて、見直すことがあります。） 

◆毎年度、新たな点検結果と対策の実施状況を踏まえた計画のフォローアップを行います。 

１）大型カルバート 

令和 10 年度までの大型カルバート点検・修繕の実績と計画（沖縄総合事務局） 

平成 26 年度から令和５年度までの診断結果 
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

Ⅰ 0 1 1 1 2 3 1 1 1 4

Ⅱ 4 9 9 8 8 3 7 3 7 9

Ⅲ 6 0 1 0 1 6 1 7 1 0

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

判定
診断結果

点検記録 点検記録

管理者名 都道府県名 市区町村名 判定区分 内容 実施時期 R06 R07 R08 R09 R10 判定区分 内容 実施時期

1 大宮歩道橋 国道58号 1991 33 39 2.4
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R2 Ⅱ ●

2 港歩道橋 国道58号 1950 74 29.6 2.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R3 Ⅲ 階段部撤去 R05.03 ●

3 城歩道橋 国道58号 1975 49 30 2.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R5 Ⅰ
塗装塗替、鋼材
補修、高欄取替

H30 ●

4 東江歩道橋 国道58号 1974 50 29.6 2.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R4 Ⅲ ● 検討中

5 世冨慶歩道橋 国道58号 1975 49 24.8 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R5 Ⅰ 塗装塗替 H30 ●

6 数久田横断歩道橋 国道58号 2005 19 28.2 2.1
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R4 Ⅱ ●

7 南恩納歩道橋 国道58号 2008 16 21 2.1
沖縄総合
事務局

沖縄県 恩納村 R1 Ⅰ ●

8 赤崎横断歩道橋 国道329号 1995 29 131.9 2.7
沖縄総合
事務局

沖縄県 うるま市 R3 Ⅱ ●

9
道の駅許田上空通
路

国道58号 2021 3 24.1 3.2
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R4 Ⅰ ●

10 砂辺歩道橋 国道58号 1975 49 56.5 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R1 Ⅲ 塗装塗替 R3.11 ●

11 伊良皆歩道橋 国道58号 1975 49 71.7 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 読谷村 R1 Ⅲ ●
塗装塗替、鋼部
材補修

12 水釜歩道橋 国道58号 1965 59 55.3 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 嘉手納町 R1 Ⅲ 塗装塗替 R3.11 ●

13 謝苅歩道橋 国道58号 1975 49 55.4 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R1 Ⅱ
塗装塗替、鋼部
材補修

H29 ●

14 天久歩道橋 国道58号 1975 49 66.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R1 Ⅲ
塗装塗替、断面
修復

R4.3 ●

15 泊歩道橋 国道58号 1975 49 163.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、断面
修復

16 前島歩道橋 国道58号 1975 49 56.8 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R3 Ⅲ ●

17 松山歩道橋 国道58号 1975 49 156.6 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R4 Ⅱ ●

18 泉崎歩道橋 国道58号 1975 49 220.2 2.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R2 Ⅰ
塗装塗替、断面
修復

H30 ●

19 真志喜歩道橋 国道58号 1976 48 62.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R1 Ⅲ
塗装塗替、断面
修復

R4.3 ●

20 大謝名歩道橋 国道58号 1976 48 64.4 1.9
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R5 Ⅱ ●

21 牧港歩道橋 国道58号 1976 48 54.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R4 Ⅱ ●

22 港川歩道橋 国道58号 1976 48 65.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R3 Ⅲ ○ ○ ●
ボルト交換、舗装

打替え、塗装塗替

え
R7.9

23 安次嶺歩道橋 国道331号 1987 37 58.2 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R3 Ⅲ ●

24 仲井真歩道橋 国道329号 1996 28 95 4
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R5 Ⅱ ●

25 与那原歩道橋 国道329号 1972 52 58.5 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 与那原町 R1 Ⅱ ●
塗装塗替、断面
修復

26 美里南歩道橋 国道329号 1973 51 72.3 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R1 Ⅱ
塗装塗替、断面
修復

R2.3 ●

27 宮里歩道橋 国道329号 1974 50 63.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R1 Ⅲ ○●
床版・主桁補修、

橋脚補修、塗装塗

替え
R7.2

28 当間歩道橋 国道329号 1979 45 80.4 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 中城村 R3 Ⅱ ●

29 大平横断歩道橋 国道330号 1986 38 78.5 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R3 Ⅲ ○ ○ ●
塗装塗替工、階段

取付部補修工、コ

ンクリート補修工
R7.12

30 西原インター歩道橋 国道330号 1990 34 73.7 2.4
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R5 Ⅱ ●

31 旭橋駅自由通路 国道58号 2003 21 137.5 3.4
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R5 Ⅱ ●

32 壺川駅自由通路 国道329号 2003 21 96.2 3.4
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R5 Ⅱ ●

令和５年度までの実績

●：点検の時期　○：修繕の時期

令和６年度以降の予定

点検年次
主な措置内容

点検年次
主な措置内容

通路
幅員
（ｍ）

管理者 行政区域橋長
（ｍ）

番
号

横断歩道橋名 路線名
架設
年次

（西暦）

経過
年数

（2021時点）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）横断歩道橋 

令和 10 年度までの横断歩道橋点検・修繕の実績と計画①（沖縄総合事務局） 

5．施設の状態・対策内容・実施時期 

平成 26 年度から令和 5 年度までの診断結果 

※R6 年 3 月時点 
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点検記録 点検記録

管理者名 都道府県名 市区町村名 判定区分 内容 実施時期 R06 R07 R08 R09 R10 判定区分 内容 実施時期

33 美里歩道橋 国道329号 2005 19 150.6 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R1 Ⅰ ●

34 愛知歩道橋 国道330号 1975 49 51 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R3 Ⅲ ○ ●
床版・主桁補修、

橋脚補修、塗装塗

替え
R7.2

35 瑞慶覧歩道橋 国道330号 1978 46 49.4 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 北中城村 R4 Ⅱ ●

36 末吉歩道橋 国道330号 1979 45 76.6 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、あて
板・FRPシート
補修

37 野嵩歩道橋 国道330号 1981 43 139.4 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R3 Ⅱ ●

38 北美歩道橋 国道329号 1986 38 51.7 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R4 Ⅱ ●

39 普天間歩道橋 国道330号 1986 38 134.3 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R5 Ⅱ ●

40 当山横断歩道橋 国道330号 1986 38 48.5 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R4 Ⅱ ●

41 津覇歩道橋 国道329号 1987 37 55.8 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 中城村 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、主桁
あて板補修

42 我如古第二歩道橋 国道330号 1987 37 47.9 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅲ ○ ○●
塗装塗替、鋼部材

補修・手摺増設
R7.12

43 西原第2歩道橋 国道330号 1987 37 61.1 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R3 Ⅲ ○ ○ ●
ボルト交換、舗装

打替え、塗装塗替

え
R7.9

44 第2大平横断歩道橋 国道330号 1987 37 131.2 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R4 Ⅱ ●

45 北前第2歩道橋 国道58号 1990 34 196.1 2.1
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、階段
取替

46 佐敷歩道橋 国道331号 1973 51 72.3 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 南城市 R1 Ⅰ
塗装塗替、断面
修復

R2.3 ●

47 奥武山歩道橋 国道331号 1982 42 178.9 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、あて

板・FRPシート補

修

48 沢岻歩道橋 国道330号 1987 37 142.6 2
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R2 Ⅱ ●
塗装塗替、あて

板・FRPシート補

修

49 比屋根歩道橋 国道329号 2010 14 60.3 3.3
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R5 Ⅱ ●

50
西崎歩道橋（糸満高
架橋）

国道331号 2011 13 293.1 3
沖縄総合
事務局

沖縄県 糸満市 R5 Ⅱ ●

51
糸満歩道橋（糸満高
架橋）

国道331号 2011 13 250.2 3
沖縄総合
事務局

沖縄県 糸満市 R5 Ⅱ ●

52 我如古横断歩道橋 国道330号 2015 9 237.1 2.2
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R3 Ⅰ ●

53 豊崎避難階段 国道331号 2021 3 15.6 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 豊見城市 R5 Ⅰ ●

54
与根高架橋避難階
段

国道331号 2015 9 14.4 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 豊見城市 R5 Ⅰ ●

55 城間歩道橋 国道58号 2024 0 79.05 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 新橋 ●

56 屋富祖歩道橋 国道58号 2024 0 93.6 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 新橋 ●

57 宮城歩道橋 国道58号 2024 0 66.1 1.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 新橋 ●

令和５年度までの実績

●：点検の時期　○：修繕の時期

令和６年度以降の予定

点検年次
主な措置内容

点検年次
主な措置内容

通路
幅員
（ｍ）

管理者 行政区域橋長
（ｍ）

番
号

横断歩道橋名 路線名
架設
年次

（西暦）

経過
年数

（2021時点）

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5．施設の状態・対策内容・実施時期 

令和 10 年度までの横断歩道橋点検・修繕の実績と計画②（沖縄総合事務局） 
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

Ⅰ 0 4 4 8 7 2 2 2 4 1

Ⅱ 2 6 1 5 10 2 7 8 6 11

Ⅲ 0 7 0 1 3 0 5 0 5 8

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

判定
診断結果

点検記録 点検記録

管理者名 都道府県名 市区町村名 判定区分 内容 実施時期 R06 R07 R08 R09 R10 判定区分 内容 実施時期

1 提供装置 国道58号 2013 11 15.6
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R3 Ⅱ ボルト取替 H30 ●

2 提供装置 国道329号 2014 10 9
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R3 Ⅱ ●

3 提供装置 国道329号 2016 8 8
沖縄総合
事務局

沖縄県 名護市 R3 Ⅰ 更新 H28 ●

4 提供装置 国道329号 2013 11 9
沖縄総合
事務局

沖縄県
うるま市石

川赤崎
R5 Ⅱ ●

5 提供装置 国道329号 2015 9 15
沖縄総合
事務局

沖縄県
うるま市石

川
R5 Ⅱ ●

6 提供装置 国道329号 2004 20 8.5
沖縄総合
事務局

沖縄県
うるま市石

川伊波
R5 Ⅱ ●

7 提供装置 国道58号 2016 8 8
沖縄総合
事務局

沖縄県 大宜味村 R2 Ⅱ 更新 H28 ●

8 提供装置 国道58号 2014 10 8.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 大宜味村 R2 Ⅱ ●

9 提供装置 国道58号 2013 11 10
沖縄総合
事務局

沖縄県 恩納村 R3 Ⅰ ●

10 提供装置 国道58号 2013 11 10
沖縄総合
事務局

沖縄県
恩納村安富

祖
R4 Ⅰ ●

11 提供装置 国道58号 2014 10 10
沖縄総合
事務局

沖縄県 恩納村恩納 R4 Ⅱ ●

12 提供装置 国道58号 2014 10 9
沖縄総合
事務局

沖縄県
恩納村前兼

久
R4 Ⅱ ●

13 提供装置 国道58号 2014 10 17
沖縄総合
事務局

沖縄県 恩納村仲泊 R4 Ⅲ
添架物の取付ボ
ルト取替

R06.03 ●

14 収集装置 国道58号 2003 21 10
沖縄総合
事務局

沖縄県 恩納村 R3 Ⅱ ●

15 収集装置 国道329号 1997 27 10
沖縄総合
事務局

沖縄県
宜野座村漢

那
R4 Ⅱ ●

16 収集装置 国道329号 2004 20 8.2
沖縄総合
事務局

沖縄県
うるま市石

川伊波
R5 Ⅲ ●

ボルト・ナットの

交換、部材の取替

17 提供装置 国道58号 2004 20 27
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市前島 R5 Ⅲ

18 提供装置 国道332号 1989 35 20
沖縄総合
事務局

沖縄県
那覇市住吉

町
R5 Ⅲ

19 収集装置 国道331号 1996 28 8
沖縄総合
事務局

沖縄県
那覇市安次

嶺
R4 Ⅲ

修繕及び防触
対策

R6.1

20 収集装置 国道331号 1996 28 8
沖縄総合
事務局

沖縄県
那覇市字小

禄
R4 Ⅲ

修繕及び防触対
策

R6.1

21 提供装置 国道332号 2011 13 18
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市鏡水 R5 Ⅲ

22 案内標識 国道58号 1994 30 27
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市安謝 R5 Ⅲ
修繕及び防触
対策

R5.12

23 案内標識 国道58号 2000 24 26
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市天久 R5 Ⅱ

24 案内標識 国道58号 1978 46 27
沖縄総合
事務局

沖縄県
那覇市久茂

地
R5 Ⅳ

横梁撤去済み
R6設計中

25 案内標識 国道58号 2003 21 11.6
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市泉崎 R5 Ⅱ

26 案内標識 国道58号 1991 33 28
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市東町 R5 Ⅱ

27 案内標識 国道329号 2003 21 21
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R1 Ⅱ ●

28
その他
（道路標識）

国道329号 2003 21 21
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市 R1 Ⅱ ●

29 案内標識 国道331号 1994 30 16
沖縄総合
事務局

沖縄県
那覇市垣花

町
R4 Ⅱ

30 収集装置 国道58号(宜野湾BP) 2000 24 20.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅲ
修繕及び防触
対策

R5.7 ● ●

31 収集装置 国道58号(宜野湾BP) 2000 24 12
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅲ ● ●

32 収集装置 国道58号 1997 27 24
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅲ ● ●
修繕及び防触
対策

点検年次
主な措置内容

令和５年度までの実績

点検年次
主な措置内容 ●：点検の時期　○：修繕の時期

令和６年度以降の予定
管理者 行政区域道路

幅員
（ｍ）

番
号

施設名 路線名
設置年月
（西暦）

経過
年数

（2021時点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度から令和 5 年度までの診断結果 

※R6 年 3 月時点 

令和 10 年度までの門型標識等点検・修繕の実績と計画①（沖縄総合事務局） 

5.施設の状態・対策内容・実施時期 

３）門型標識等 
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点検記録 点検記録

管理者名 都道府県名 市区町村名 判定区分 内容 実施時期 R06 R07 R08 R09 R10 判定区分 内容 実施時期

33 案内標識 国道330号 1997 27 23
沖縄総合
事務局

沖縄県
宜野湾市嘉

数
R5 Ⅲ

修繕及び防触対
策

R5.12 ●

34 案内標識 国道58号 1999 25 24
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅱ ● 防触対策

35 提供装置 国道330号 1999 25 34
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R5 Ⅱ ●

36 提供装置 国道330号 1998 26 28
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R5 Ⅰ ●

37 提供装置 国道329号 2008 16 13.6
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R4 Ⅱ ●

38 提供装置 国道329号 2008 16 14.0
沖縄総合
事務局

沖縄県 沖縄市 R4 Ⅲ
修繕及び防触
対策

R5.12 ●

39 収集装置 国道506号 2003 21 10
沖縄総合
事務局

沖縄県
豊見城市金

良
R5 Ⅱ ●

40 案内標識 国道58号 1995 29 21
沖縄総合
事務局

沖縄県 読谷村 R3 Ⅱ
修繕（塗装補
修)

R3.2 ●

41 提供装置 国道58号 2012 12 21
沖縄総合
事務局

沖縄県 嘉手納町 R3 Ⅱ
修繕（塗装補
修)

R3.3 ●

42 提供装置 国道58号 2013 11 30
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R2 Ⅱ ●

43 案内標識 国道58号 1999 25 26
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅲ
修繕及び防触
対策

R5.7 ●

44 案内標識 国道58号 1997 27 11
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R3 Ⅱ
修繕（塗装補
修)

R3.2 ●

45 案内標識 国道58号 1999 25 26
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R2 Ⅲ
修繕及び防触
対策

R5.7 ●

46 案内標識 国道58号 1995 29 12.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R3 Ⅱ
修繕（塗装補
修)

R3.2 ●

47 案内標識 国道58号 1995 29 11
沖縄総合
事務局

沖縄県 北谷町 R3 Ⅱ
修繕（塗装補
修)

R3.2 ●

48 提供装置 国道329号 2018 6 13.9
沖縄総合
事務局

沖縄県
中頭郡北中
城村渡口

R4 Ⅰ ●

49 収集装置 国道329号 1996 28 14.1
沖縄総合
事務局

沖縄県
中頭郡中城

村久場
R4 Ⅲ

修繕及び防触
対策

R5.12 ●

50 提供装置 国道329号 2016 8 13.9
沖縄総合
事務局

沖縄県
中頭郡中城

村屋宜
R4 Ⅱ ●

51 提供装置 国道329号 2004 20 14
沖縄総合
事務局

沖縄県 与那原町 R2 Ⅱ ●

52 提供装置 国道329号 2007 17 13
沖縄総合
事務局

沖縄県 南風原町 R2 Ⅰ ●

53 提供装置 国道507号 2003 21 11
沖縄総合
事務局

沖縄県
島尻郡南風
原町山川

R5 Ⅱ ●

54 案内標識 国道506号 2000 24 9
沖縄総合
事務局

沖縄県
島尻郡南風
原町宮城

R5 Ⅱ
修繕及び防触対
策

R5.12 ●

55 案内標識 国道329号 2016 8 14.1
沖縄総合
事務局

沖縄県
中頭郡北中
城村渡口

R4 Ⅰ ●

56 案内標識 国道329号 2016 8 14.0
沖縄総合
事務局

沖縄県
中頭郡北中
城村渡口

R4 Ⅰ ●

57 収集装置 国道506号 2013 11 10
沖縄総合
事務局

沖縄県
豊見城市金

良
R5 Ⅱ ●

58 案内標識 国道332号 1994 30 7
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市鏡水 R5 Ⅲ ●

59 案内標識 臨港道路浦添線 2018 6 17
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R1 Ⅰ ●

60 提供装置
国道58号（浦添北道
路）

2017 7 20.5
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R1 Ⅰ ●

61 案内標識 国道58号 1978 46 12
沖縄総合
事務局

沖縄県 那覇市泊 R5 Ⅲ ●

62 提供装置 国道58号(宜野湾BP) 2017 7 12
沖縄総合
事務局

沖縄県 宜野湾市 R2 Ⅰ ●

63 提供装置 国道58号 2012 12 30
沖縄総合
事務局

沖縄県 浦添市 R2 Ⅱ ●

点検年次
主な措置内容

令和５年度までの実績

点検年次
主な措置内容 ●：点検の時期　○：修繕の時期

令和６年度以降の予定
管理者 行政区域道路

幅員
（ｍ）

番
号

施設名 路線名
設置年月
（西暦）

経過
年数

（2021時点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.施設の状態・対策内容・実施時期 

令和 10 年度までの門型標識等点検・修繕の実績と計画②（沖縄総合事務局） 


